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教育委員会からのおしらせ

　

い
よ
い
よ
「
師
走
」
。
我
が
家
で
は
こ
の
「
師

走
」
に
必
ず
や
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
「
注
連
飾
り
作
り
」
で
す
。
稲
わ
ら
は

友
人
か
ら
分
け
て
い
た
だ
き
、
飾
り
は
お
店
で
購

入
し
て
自
家
製
の
正
月
飾
り
を
作
り
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
は
、
父
親
が
自
宅
の
田
ん
ぼ
の
脱
穀
後
の

稲
わ
ら
で
、
私
が
端
を
持
ち
父
親
が
わ
ら
を
よ
っ

て
形
を
作
り
、
障
子
紙
の
御
幣
や
み
か
ん
を
つ
け
、

玄
関
に
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
さ
あ
、
今
日
は

注
連
飾
り
を
作
る
ぞ
！
」
と
の
声
で
お
正
月
が
来

る
と
思
い
ま
し
た
。

　

い
ま
一
つ
は
餅
つ
き
で
す
。
年
末
に
な
る
と
大

き
な
臼
と
杵
を
出
し
て
、
家
族
み
ん
な
で
朝
か
ら

餅
つ
き
を
し
ま
す
。
我
が
家
で
は
、
こ
の
風
景
は

子
ど
も
の
頃
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

あ
ち
こ
ち
の
家
か
ら
聞
こ
え
た
餅
つ
き
の
音
が
、

今
は
あ
ま
り
聞
こ
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
朝
早
く

か
ら
母
と
子
ど
も
た
ち
が
火
を
焚
い
て
お
米
を
蒸

か
し
、
臼
に
移
し
て
皆
で
餅
を
つ
き
ま
す
。
「
て

ん
が
え
し
」
は
妻
の
役
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時

は
母
が
総
監
督
で
す
。
つ
き
終
え
た
後
、
お
供
え

餅
を
取
り
、
あ
と
は
平
ら
に
伸
し
ま
す
。
暗
く
な

る
頃
に
は
切
り
や
す
い
硬
さ
に
な
り
、
母
と
妻
で

四
角
い
切
り
餅
に
し
ま
す
。

　

便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た

が
子
ど
も
た
ち
の
世
代
で
も
家

族
の
行
事
を
大
切
に
し
て
欲
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

十
二
月
の
こ
え

★ 平成2６年 下諏訪町成人式のお知らせ

演　題：吾妻鏡にみる下社大祝金刺盛澄について
講　師：諏訪湖博物館・赤彦記念館 宮坂 徹 館長
日　時：12月８日（日）　　　午後１時30分～午後３時
会　場： 文化センター集会室

　平安時代末から鎌倉時代初期にかけて活躍した諏訪神社下社大祝金刺盛澄のことについて、現
在語られている根拠ともなっている、鎌倉幕府に関する歴史書「吾妻鏡」の中に記述されている
史料を中心にお話ししたいと思います。実在の人物で、鎌倉幕府初期に諏訪との深いつながりの
基をつくった盛澄のことを知っていただきたいと思います。（講師コメント）

町民大学

記念となる成人式を自分たちで運営してみませんか ?

ー 下諏訪を学ぶ ⑥ ー　

運動会の練習 ～とがわ保育園～　9月19日（木）ちょっと拝見ちょっと拝見

　

は
や
一
年
の
終
わ
り
の
月
が
巡
っ
て
来

た
。
暮
れ
や
す
い
一
日
の
昼
間
は
貴
重
で

あ
り
、
人
々
は
月
半
ば
と
も
な
る
と
迫
り

来
る
年
の
瀬
に
向
け
て
多
忙
と
な
る
。

　

日
本
で
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
な
く
て

も
ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
祝
う
。

ク
リ
ス
マ
ス
セ
ー
ル
だ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ

と
賑
や
か
で
あ
る
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
と
思
い
出
す
童

話
が
あ
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
『
マ
ッ
チ

売
り
の
少
女
』
だ
。
道
を
行
く
人
々
は
マ

ッ
チ
を
買
お
う
と
し
な
い
。
雪
の
降
り
し

き
る
中
、
貧
し
い
少
女
は
そ
の
マ
ッ
チ
を

擦
り
、
そ
の
光
の
中
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
ご

馳
走
や
暖
か
い
部
屋
を
幻
影
と
し
て
見
る
。

や
が
て
亡
き
祖
母
が
現

れ
、
少
女
を
抱
き
締
め

な
が
ら
天
国
へ
昇
っ
て

行
っ
た
。

　

豊
か
で
平
和
な
日
本
に
生
活
し
て
い
る

我
々
は
、
日
々
の
安
泰
を
当
た
り
前
と
思

い
、
と
も
す
る
と
こ
の
幸
せ
を
忘
れ
て
し

ま
い
が
ち
で
あ
る
。
世
界
に
は
、
ま
だ
ま

だ
困
難
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々

が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
。

（
上
脇
）

つばめたちが見つけたふしぎな種に、雨
ふり雲が水をかけてくれました。

すると、種がわれて芽が出てきました。

妖精たちが来て、芽に魔法の粉をかけて
くれました。

太陽の子どもたちが、ギラギラ光線を
たくさんかけてくれました。

１番目の芽からトマト。

３番目の芽から、ジャガイモ。２番目の芽から、キュウリ。 ４番目の芽からゴーヤができました。

 「食べられてはたまらない」ゴーヤた
ちは、イボイボからゴーヤビームを発射
してカラス軍団を追い払いました。

それを見てカラス軍団がやって来て、野
菜たちをつつき始めました。

野菜たちは、無事助かりました。みんな
で収穫のお祭りをしました。

　とがわ保育園では、運動会の練
習が始まっていました。全員でや
る野外劇「ふしぎなたね」。先生
方が、工夫を凝らして作ってくれ
た衣装をつけてやる、初めての練
習です。園全員（ひよこさんを除
いて）でやるのは、とても楽しそ
うでした。

成人該当者：平成５年４月２日～平成６年４月１日までに生まれた人

期 日：平成26年１月12日（日）
受 付：午前11時30分
入 場：受付終了次第
開 式：正午
場 所：下諏訪総合文化センター

該当者（当町在住の方・親等が在住の方）には、出
欠席の往復ハガキを11月初旬にお送りしました。

必要事項をご記入の上、11月29日（金）までにご返信ください。

　成人を迎える方の中から、成人式運営スタッフを募集します。役割は、式典受付・町民
憲章の唱和・成人の詞・司会・祝電披露などです。希望される方はご連絡ください。
　問い合わせ：下諏訪町教育委員会 生涯学習係 ☎27―1111（内線718）

宮坂　徹 館長

おおほうり

し   

め  

か
ざ

ご  

へ
い

う
す

き
ね

ふ

の

すち  

そ
う


